
第 1 問  

この総説は、ヒトにおける糖質の消費と、短期間（すなわち、2 時間まで）の満腹感と食

物摂取の関連性について調査している。報告されている研究とその文献から導かれる結論

を評価する際には、多くの要因を考慮する必要がある。これらの要因には、処置の用量と

形（固体あるいは液体）、一日の中で投与する時間、被験者の特徴、サンプルサイズ、満

腹感と食物摂取の測定に使用される方法の評価が含まれている。糖質が食物摂取の制御シ

ステムへシグナルを送るメカニズムは、研究計画と結論の両方の評価において考慮される

必要がある。この理由により、糖質消費に対する血糖値の反応とその後の摂食行動の関連

性も検討される。糖質が満腹感のメカニズムを刺激し、短時間の間、食物摂取を減少させ

ると結論づけられ、さらに、この反応の発生メカニズムは単にそれら（糖質）の血糖値へ

の効果に起因するものでないと結論づけられている。 

 

 

 

 

第 2 問  

遠隔臓器におけるがんの転移は、大部分は治療不可能であり、がん患者の死に主に寄与して

いる。それにもかかわらず、転移形成それ自体は腫瘍において珍しい出来事である。なぜな

ら、がん細胞は、他の組織にうまく現れる前に多くの環境的ハードルに打ち勝つ必要がある。

第一段階として、がん細胞は運動性で浸潤性となり、さらに血流へ入るために直接あるいは

リンパ系を介してのどちらかで腫瘍血管へ血管内侵入する必要がある。多くのがん細胞は

循環への道を見つけることができるが、大多数はその過程において死滅し、ごくわずかな細

胞のみが血管外遊出し、増殖して他の組織へうまく定着する。臨床所見と多くの実験研究は、

がん細胞の後天的な転移特性を説明しうるいくつかの提案を導いている。腫瘍におけるラ

ンダム変異の連続的な獲得が、稀な腫瘍クローンにおける転移特性を提供し、選択している

か、あるいは腫瘍の転移素因がすでに大多数のがん細胞に刷り込まれているかに関わらず、

がん細胞は転移の間、変化する環境に継続的に適応できる必要がある。それゆえ、適切な適

応能力を持ったとてもごくわずかな転移性のがん細胞が離れた場所に定着するであろう。 


